
                       会報 2025 年（令和 7 年）4 月 20 日発行 第 23 号 

 

 

 

NPO 法人 樹の生命を守る会（緑の技術集団） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

   
   

 
              

■ 寄   稿  

■ 連  載  環境圧と樹木の生理反応/樹木の害虫類について/病害虫トピックス 

■ 事業報告  

 

樹
き

の生命
い の ち

 

 

 

ｔｗｔｗ 

侵略的外来種カミキリムシ類の防除について ■ 特集 

日本樹木医会千葉県支部活動報告 
 

事業報告/委員会報告 
 



 
 

樹木をめぐる環境は厳しさを増しています。千葉県の自然環境

や社会環境、文化財保護・樹芸・樹木文化を生かして、市民・行

政・「ＮＰＯ法人樹の生命を守る会」が手を結んで樹木を育んでい

くことが重要です。あわせて、みどりの関係団体と連携を取りま

す。 

「ＮＰＯ法人樹の生命を守る会」が持っている豊富な樹木に関

する知識や技術を活用して、みどりの普及啓発に努めて行きま

す。みどり関係の行事やイベント等にも参加し、多くの方とお互

いに理解を深め、みどりの千葉を創りたいと考えています。 

NPO 法人 樹の生命を守る会は千葉県内

で様々な活動を行っています 

 

私たちの活動は、樹木医技術を通じて、千葉県に根を張り、幹を創り、枝を伸ばし、一枚一枚葉を広げ、

年輪を重ねるように、千葉のみどりを守り、育て、増やしていきたいと思います。今後も日本樹木医会千

葉県支部をはじめとする多くの関係機関との連携のもとに、着実に活動して参ります。 

■  NPO 法人 樹の生命を守る会の主な事業内容 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

・巨樹古木の保全活動 

ＮＰＯ法人 樹の生命を守る会 

 私たちの役割 
 私たちは千葉県を舞台に市民と行政とともに活動する、人とみどりをつなぐ樹木医の集団です。 

樹木のことは「ＮＰＯ法人樹の生命を守る会」にご相談ください 

● 街の木・ふるさとの木・庭の木など 樹木の診断と治療 

● 子ども樹木博士講座の開催 ● 緑のイベント ● 樹木相談コーナーのお手伝い 

● あなたの街の樹木巡り等企画運営 

樹木の診断事業     樹木の保全活動   子ども樹木博士の企画運営    緑の普及活動 
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表紙写真：印西市指定天然記念物 吉高の大桜（千葉県印西市吉高） 

森や林に囲まれた畑の一角に素晴らしい半球形のヤマザクラの巨樹がある。クジャクが羽を広げたよう

にも見える姿からは風格と孤高の気高さを感ずる。大桜を保存する「守る会」の活動も活発であり、当

NPO法人有志による枯死太枝の剪定作業により樹形の若干の変更があるものの、まだまだ健在で開花期に

は大勢の花見客が来訪し大変な賑わいを見せている。 

撮影 柏崎智和 
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１． はじめに  

春の到来を待ち

望む人々の期待感

は、木々の芽生え

やその代表格とも

言える桜の開花情

報に耳を傾ける姿

に表れていると思

います。例年、話題となる開花時期の動向は、取り巻

く環境の変化を色濃く示し、近年の温暖化の象徴のよ

うに取りざたされ、国内での危機的な環境問題も重要

視されはじめています。順に「気候変動」、次に「環

境汚染」、続いて「社会、経済と環境、政策、」と紙面

を塞いでいます。 

近年の豪雨災害や気温上昇などの"気候急変の危機"

がますます現実のものになりつつあり、多くの教訓を

学んできた我々の予想を超える自然災害に見舞われる

可能性を示唆しているように感じております。 

昨年の世界の年平均気温も過去最高を示し、甚大な

自然災害も多く、南海トラフ地震臨時情報の発表や能

登半島沖地震の勃発から再び、豪雨災害による重複被

害に見舞われ、更には大規模な森林火災被害と自然災

害の脅威を改めて感じます。 

新たな話題として、本県にも特定外来生物の「クビ

アカツヤカミキリ」の侵入が報告され、今後の被害拡

大への対応が急務となりつつあります。 

このような日々の変化は、継続的な観察と、具体的

な情報の分析を重ね、足元の身近な変化に目を向けた

活動から、人々とともに興味や関心を持ちつつ、共有

し共に考え行動する事が、環境問題への解決の糸口に

つながるのではないでしょうか。 

さて、会員の皆様、各関係機関各位、及び県民の皆

様方におかれましては、当会へのご理解とご協力に厚

く御礼を申し上げ、ここに会報 23号「樹の生命」を

発刊できますことに会員一同、感謝を申し上げます。 

先の 20周年記念事業でまとめた冊子（巨樹・古木マ

ップ）の各方面へ配布も完了し、大変好評を得ており

ます。今後も地域のみどりを次世代へ継承するために、

継続的な関わりと提案を繰り広げたいと思います。 

次世代への活力を産み育てる助力と、活性化した樹

木医集団をテーマに活動を充実してまいります。 

 

２．令和６年度活動内容について 

役員相互の時間的効率化を目指し、リモート会議を

主体に立案、調整、役員会に諮り、検討、諸活動の計

画遂行に至っております。 

1）令和６年４月 

浦安市植木まつりに有田和實会員を中心に参加。活

動の紹介と樹木相談など、市民とのふれあいの場を持

ちました。 

2）令和６年５月～６月 

５月 第 22 回通常総会をポートプラザホテルち

ばで開催、今年度は、役員改選を含め新たな挑戦に

対する補助制度を立ち上げ規程集に加えました。基

調講演は、会場とズーム配信の併用により開催、NPO

法人樹木生態研究会最高顧問であり、本会顧問の堀

大才氏による「樹木の生理と構造からみた科学的剪

定法」について基調講演を開催、総会に向け、会報

「樹の生命」第 22 号を発行しました。同時に、会

報、巨樹・古木マップの関係機関、各市町村担当課

への配布を開始しました。 

６月 流山市生涯学習センターに於いて、伊東伴尾

会員により「巨樹古木調査から樹木の生育環境を考え

る」と題して講演しました。 

3）令和６年７月 

例年の「子ども樹木博士認定事業」を県立青葉の森

公園管理事務所の全面的な協力を頂き、NPO 法人千葉

県森林インストラクター会との協働で、夏休み初旬に

開催。親子で参加するクラフト体験は、盛り上がりを

見せ、有意義なものとなりました。 

4）令和６年８月～９月 

８月 当会の発足に尽力され、本拠地として協力戴い

＜理事長挨拶＞  郷土のみどりの永続と共存を探り、育む活動 

                                  理事長 篠﨑孔久 

理事長 篠﨑孔久 
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ていた真嶋好博樹木医がご逝去されました。改めてご

冥福をお祈りいたします。 

９月 森林環境 WS 第１回会議に参加。共催６団体に

加入希望団体を含めた７団体とする案と協定の締結案

具体化の協議会が開催されました。 

5）令和６年10月～12月  

 10月 千葉県中央博物館に於いて、千葉県支部との

共催の技術発表会を開催しました。千葉県内への特定

外来生物、伝播拡大の懸念がある話題をとらえ、関係

行政機関との今後の対策と啓発を目的に、柏﨑智和会

員の「 千葉県周辺のクビアカツヤカミキリ情報提供 」、

さらに（一社）日本樹木医会大阪支部から黎相庭園代

表の笹部雄作樹木医による「クビアカツヤカミキリ激

害区域（大阪府）の現状と防除対策（作戦）と今後」

と題して開催しました。 

11月 香取市山田町の「山田まつり」へ参加。パネ

ルなどの展示、クラフトの作成配布を行いました。 

船橋市の UR 都市機構団地内イベントでの団地内樹

木解説ツアー講師に森野敏彰会員を派遣、大変好評で

した。 

 12 月 千葉県支部企画の新樹木医認定授与式に参加。

今年度は、５名の新樹木医が誕生しました。 

6）令和７年１月～３月 

１月 千葉市緑化推進協議会主催の「植栽管理と樹

木診断」の内容で吉岡賢人会員が講演しました。 

 ２月 支部主催の新会員歓迎会に参加しました。 

千葉県さくらの会による最終さくら保全管理講習会

に篠崎、皆川芳洋両会員を派遣。同日、里山ＷＳ拠点

整備事業の危険木診断講習へ鐵矢匡生会員を派遣し、

講習会を開催しました。フィールド研修では、３名に

よる実地研修が行われ、好評でした。水郷佐原あやめ

パークでの藤の冬期剪定指導を東ブロック共催研修会

として石橋亨会員を中心に行いました。また、印西市

吉高の大さくらでは、当会会員が中心の調査チームに

よる土壌調査結果報告研修会を開催。吉高のさくらを

守る会との協働事業として、今後も捉えていきます。 

 

３．令和６年度受託事業について 

診断・点検調査が 18件、管理業務（剪定、特殊伐

採、消毒 ）が13件、改良、治療業務、保護対策など

が６件、合計託事業は 37件でした。 

 

４．令和７年度活動方針について 

当会の活動も県民・行政・みどりの関係機関が一体

となり、郷土のみどりをはぐくみ育てるために、連携

した活動を継続することが大切だと感じております。 

同時に新たな技術の模索や新規研究課題への挑戦を

後押し、若手の育成に力を注いで樹木医の存在意義を

高め、活性化した活動を展開してまいります。 

1）普及事業について 

 みどりの関係機関との連携を深め、協働事業や管理

技術の派遣指導、里山イノベーション連絡会議等の技

術提供の中から、緑の普及啓発活動に努めます。 

2）研修事業 

 千葉県支部との協働、共催による研修会の開催。樹

木診断・治療の現地研修会の実施などの具体的な話題

を反映した企画、会員の継続教育の場を協働で構築し

ます。特に今年度は、クビアカツヤカミキリの侵入確

認が公示され、技術発表会の開催など官民一体となる

特定外来生物の広報活動と、拡大阻止に努めてまいり

ます。 

3）広報事業 

 今年度も引き続き、会報「樹の生命」第 24号を発行

します。ホームページから最新の活動状況の発信と情

報提供に努めます。 

4）受託事業 

 みどりのまちづくりや保全に寄与する関係機関との

連携事業を探り、各地区会員の活動情報の共有、協働

の充実、交流の場の確保を模索してまいります。                                          

 

５．おわりに 

 地域や子供たちとの関わり方を含め、本県の樹木文

化の発展と豊かなみどりの持続に向けて助力出来るも

のと信じ、県市町村を始め、多くのみどりと環境保全

等に携わる方々の御協力、ご指導、ご支援を賜ります

よう宜しくお願い申し上げます。 
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１． はじめに 

外来種問題で問題を生じさせた原因は、人間が

自らの必要や欲望により、地球上で物の移動を頻

繁かつ大量にするようになったことである。地域

の生態系や農業や経済や人の健康に悪影響を与え

るいかなる外来種も、自分で来たくて来た者はい

ない。外来種とは自然分布している地域の外に導

入された種（亜種等）であり、法律では海外由来

の外来種を外来生物としている。生態系の中で生

物間相互作用を通じて、生物はその種独自の被食

を逃れる方法や、競争に負けない方法を進化させ

てきた。ところが、外来種と在来種の間には共進

化過程がないため、在来種が外来種に対する防御

の術を有しないことがある。その場合、病気や捕

食や競争を通じて在来種は生息数を大きく減らし、

時には絶滅へと向かう。 

近年、立て続けに外来のカミキリムシが在来の

広葉樹を加害する事例が生じ、それらは生態系や

農業・経済への影響が甚大なため特定外来生物に

指定された。本稿ではそれらの被害の特徴と対策

を解説する。 

 

２． クビアカツヤカミキリ 

１）被害の特徴 

クビアカツヤカミキリ（図１、２）の日本国内へ

の侵入がはじめて確認されたのは、2011 年の埼玉

県深谷市であり、今や本種は日本の本州・四国の

15 都府県の場所でサクラ、ウメ、モモなどのバラ

科樹木を加害している。千葉県でも 2024 年に柏

市で最初の被害が確認され、その防除および地域

での対策を計画することが急務となっている。ク

ビアカツヤカミキリの幼虫は樹皮下を食い荒らし、

多くの幼虫が木に入り込むとその木は枯死する。

侵入当初、本種はサクラの害虫として認識されて

いたが、果樹での被害が年々深刻化している。 

クビアカツヤカミキリの幼虫が木の中にいるの

かを探す手掛かりは、樹幹からのフラスや樹液の

排出である。フラスとは、幼虫が木の内部から押

し出す排出物で、木屑と虫糞が混ざっている。（図

３）。クビアカツヤカミキリは３月から９月に盛ん

にフラスを排出するため、その検出により、被害

を早期に発見可能である。クビアカツヤカミキリ

のフラスは幼虫が小さい時は、小さな排糞孔を穿

ち、太さ２㎜ほどの細く連なったフラスを出し、

幼虫が大きくなると最終的には太さ 8 ㎜ほどまで

太くなり、十分に発育した後に木部（内部の材の

所）へと堀り進むときは木屑を多く含むフラスを

大量に排出する（図４）。 

 

 

 

 

 

 

図１ クビアカツヤカミキリ雄成虫 

 

 

 

 

 

 

図２ サクラの内部にいたクビアカツヤカミキリ（蛹） 

＜特集＞ 侵略的外来種カミキリムシ類の防除について 

国立研究開発法人 森林研究・整備機構 

加賀谷悦子   
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図３ クビアカツヤカミキリ幼虫が排出するフラス 

 

 

 

 

 

 

図４ サクラの地際に堆積したクビアカツヤカミキリの

フラス 

２）物理的防除法 

本種の防除は物理的防除、化学的防除に大別さ

れる。物理的防除とは薬を使わずに人の手や人工

物で防除することを指し、伐倒駆除や樹皮下の幼

虫の掘り取り、成虫の捕殺、成虫の飛散防止のネ

ット巻きがある。 

被害の発生初期に推奨されるのは伐倒駆除であ

り、成虫の脱出しない季節に木ごと処理する。木

は伐った後の処理が必要であり、地域ごとでチッ

プ化、焼却、燻蒸処理と異なる方法で行っている。

幼虫の掘り取りは、排糞孔から千枚通しや目打ち

で坑道をたどりながら外樹皮を剥ぎ、幼虫を見つ

けたら刺殺する。その後、癒合促進剤を塗布する

ことで腐朽を防ぐ。木の中の幼虫が多くて駆除し

きれないが、コストなどの問題で伐倒も困難な場

合には、その木から出てくる成虫が他の場所へ飛

んでいかないように、成虫の脱出時期に防風・防

鳥ネットで樹木の幼虫の穿孔箇所を覆い、その中

に成虫を閉じ込める網巻きを実施することがある。

個人的にはこの方法は、網を巻いていないところ

からも成虫が発生することが多いこと、こまめに

内部の成虫を駆除しないと、網の中で交尾産卵し

てしまい、木が衰弱する危険が高いことから、あ

まり勧めてはいない。 

 

３）化学的防除法 

化学的防除は成虫を対象とする手法、木の中の

幼虫を駆除する下記方法がある。 

① 排糞孔からスプレーや噴霧器で薬液を注入

して幼虫を１匹ずつ駆除する農薬 

② 幹から薬剤を打ち込み木の内部全体に農薬

をいきわたらせて摂食中の幼虫を殺虫する

樹幹注入剤 

③ 伐倒したのちに積み上げた被害材や枯死木

をビニールで被覆して、その中に撒いた農

薬を揮発させて材の中の幼虫を殺虫する燻

蒸剤 

④ 木の表面に薬剤を散布して脱出した成虫を

駆除する散布剤 

 

①から③は幼虫を、④は成虫を対象にしている。

幼虫を対象とした①～③は木の被害の状況に合わ

せて使い分けることが多い。幼虫を対象とした①

～③は木の被害の状況に合わせて使い分ける。①

は木の中の幼虫が少ない軽微な被害が発生したと

きに簡便に用いることができ、②は幼虫の数が多

くフラスが複数個所からでるようになってしまっ

た木で内部の幼虫をまとめて駆除することができ、

③は多数の幼虫による加害を受けて衰弱した木や

枯死木を伐倒した後にその場で処理することがで
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きる。 

 

４）取組やすい防除法 

ここでは被害木発見時に市民が取り組み易い、

幼虫の掘り取り（物理的防除）とスプレー剤での

幼虫駆除（化学的防除）の方法を紹介する。 

① 幼虫の掘り取り（物理的防除） 

木を加害している幼虫が少ないときは、フラス

の排糞孔から坑道をたどって幼虫を個別に掘り取

る駆除が可能である。掘り取りは、排糞孔から千

枚通しや目打ちで坑道をたどりながら外樹皮を剥

ぎ、幼虫を見つけたら刺殺する。外樹皮を剥いだ

ところには、腐朽防止と癒合促進のために樹木用

切口癒合剤（トップジンＭペーストなど）を塗布

する。ただし、広範囲を掘り取ると木へのダメー

ジが大きいので、20 センチ程度掘っても幼虫が見

つからなかったり、新鮮なフラスのある方向が分

からなかったりする場合は他の駆除方法を検討す

る。また、排出されているフラスの状態で、幼虫が

近くにいて掘り取れそうか、奥の方にいて取るこ

とができなそうかを判別できる。水分を多く含み

いかにも新鮮なねっとりとしたフラスが出ている

場合、幼虫が排糞孔の近くにいることが多く（図

５）、排糞孔から色の濃い水分の多めのフラスがあ

る方へと坑道をたどって幼虫を探る。パラパラと

した大量のフラスの場合、すでに幼虫が蛹室を木

部に形成して奥深くにいるため、掘り取りは困難

となる（図６）。 

図５掘り取られた幼虫と赤褐色で湿ったねっとりフラス 

 

図６ 蛹室が作られる時の大量のパラパラフラス 

② スプレー剤（化学的防除） 

サクラの場合、ホームセンターなどでも売られ

ているキンチョール E（住友化学園芸）を使うこ

とができ、それ以外の樹種の場合ロビンフッド（住

友化学）という製品を用いる。多くの幼虫が穿孔

して坑道がつながった状態になってしまったら、

幼虫に届くよう内部に薬をいきわたらせることが

難しくなり、効き目が大きく落ちる。また、樹木の

上方の手の届かない箇所に穿孔した幼虫への処理

は困難だという欠点はあるものの、被害初期には

大変有効な防除手段である。排糞孔内のフラスの

除去→薬液の注入→処理した箇所のマーク→下方

に溜まっているフラスの除去もしくは圧縮→３か

ら７日後の効果の確認、が施用の流れとなる。 

＜防除に必要なもの＞ 

ゴム手袋（薄手で使い捨てのできるもの）、保護

メガネ、マスク、千枚通しもしくは目打ち、だるま

ピン 

＜防除手順＞ 

a.排糞孔内のフラスの除去 

 クビアカツヤカミキリの坑道内にはフラスが多
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く詰まっているので、薬液を注入する前に、排糞

孔付近のフラスは千枚通しなどを用いてできるだ

け掻き出す。そうすることで、幼虫が潜む坑道の

先の方まで薬剤を行き渡らせることが可能になる。 

b. 注入 

 薬液を注入する前に、手はゴム手袋、口はマス

ク、目には保護メガネを着用する。スプレータイ

プの農薬であれば製品に応じて、ノズルを差し入

れるタイプにつけかえる、あるいはノズルをたち

あげる。薬液が溢れ出るまで注入し、坑道内に薬

液を充満させる（図７）。スプレータイプの農薬は

ノズルが細く、坑道へ差し込む際に先端がフラス

などで詰まりやすいので、差し入れる直前から噴

射させそのまま注入すると詰まりを防ぐことがで

きる。 

  

図７ サクラの被害箇所に薬剤を注入し、薬液が溢れた

様子 

c. 処理箇所のマーク 

 薬液を注入後に排糞孔からのフラス排出が停止

すれば、駆除が成功したと判断できる。確認のた

め、薬剤を注入した箇所（排糞孔）をだるまピンな

どでマークしておく。 

d. 下方のフラスの除去もしくは圧縮 

 注入後に処理した排糞孔から新しくフラスが排

出されていないかを後から確認できるように、排

糞孔の下方に元からあったフラスは掃き取って除

き、地際のものは踏み固める。 

e. 駆除の成否の確認 

３日後から１週間後を目安に、マークしたとこ

ろの下に新しいフラスが出てきていないかを確認

する。必ず、処理後に日を改めてフラスが止まっ

たかを調べ、フラスが出続けている場合は、その

農薬ごとに指定されている使用回数以内で、①か

ら再び実施する。  

 

３． ツヤハダゴマダラカミキリとサビイロクワカ

ミキリ 

ツヤハダゴマダラカミキリ（図８）はトチノキ

やカツラを始め、多種の広葉樹を加害し、サビイ

ロクワカミキリはイヌエンジュ、エンジュを加害

している。ツヤハダゴマダラカミキリは東北、北

陸、関東、中部、近畿、中国地方で発生が認めら

れ、サビイロクワカミキリは福島県で発生してい

る。千葉県では 2022年に野田市で成虫が確認され、

その被害範囲の特定が必要である。この両種には、

伐倒駆除以外の方法があまりないが、リバイブ（シ

ンジェンタジャパン）という樹幹注入剤など、農

薬登録が「樹木類、カミキリムシ類」でされている

ものは施用することが可能である。 

 

1) ツヤハダゴマダラカミキリ 

ツヤハダゴマダラカミキリは在来のゴマダラカ

ミキリに大変似た形態を持ち、その２種は鞘翅の

つけね近くに、小さなぶつぶつがあるかどうかで

見分けられる。在来のゴマダラカミキリにはそこ

にぶつぶつが沢山ある一方、ツヤハダゴマダラカ

ミキリにはない（図９）。ツヤハダゴマダラカミキ
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リは広葉樹の梢端から加害を始め、上部から枯れ

が進む。腰蓑のような状態に葉が残っている樹木

の異常があったら（図 10）、その樹皮を観察して

ほしい。直径１cm ほどの円形の脱出孔（図８）や

それぐらいの大きさですり鉢状の産卵痕が認めら

れたら、本種が被害を起こしている可能性が高い。 

 

 

図８ ツヤハダゴマダラカミキリ成虫の死骸とカツラの

樹皮にある成虫の脱出孔 

 

 

 

 

 

図９ ツヤハダゴマダラカミキリとゴマダラカミキリ

の違い 左 ツヤハダゴマダラカミキリ 右 ゴマダラ

カミキリ 

 

図 10 東京都内でツヤハダゴマダラ被害が生じたカツ

ラ 

2) サビイロクワカミキリ 

サビイロクワカミキリ（図 11）は中国では縁起

の良い木であるエンジュを枯らしてしまうために、

その分布の拡大が警戒されている種である。福島

県外ではまだ発見されていないが、イヌエンジュ

やエンジュは街路樹や庭木に多く植栽されており、

それらを伝っての分布拡大が懸念される。サビイ

ロクワカミキリは、大量の長い繊維を含むフラス

を大量に出すため、上記の２種の木に異常がある

場合、本種の加害が疑われる。 

サビイロクワカミキリの雌は泡を腹部から出し

て、樹皮上に楕円形に擦り付け、その中に産卵す

る。その泡は時間と共に硬化し、その卵を含んだ

盛り上がりは産卵マウンド（図 12）と呼ばれる。 
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図 11 サビイロクワカミキリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 サビイロクワカミキリの産卵マウンド 

 

４． おわりに  

<千葉県の外来カミキリムシの危機> 

 特定外来生物となった外来カミキリムシ３種の

うち２種が千葉県内で発生し、このことは在来の

広葉樹が多く枯死してしまう可能性をはらむ危機

なのだが、社会一般にこの侵入を大問題と考えて

いる人はまだあまり多くないように見受けられる。

外来カミキリムシの被害が進み、枯死がいたると

ころで見られるようになってから、「どうにかなら

ないか」と専門家に対策を依頼することはままあ

るが、蔓延後にすべての木を護る手立てはない。

侵入がわかってから、いかに早く地域で対策を始

めるのかが、今後の防除の成否を大きく左右する。

ぜひ、この問題を多くの市民と関係者とで共有し、

有効な手立てを講じてもらいたい。 

 侵入直後で、被害本数が少ない間に伐倒駆除す

ることが重要なのだが、予算的な面でもまだ樹勢

の衰えのない木を伐ることへのためらいからも、

実施できる現場はあまり多くない。しかし、後顧

の憂いを断つためには、最も望ましいのが全木処

理である。一部の木の犠牲で、未来に大切な木を

多く残せることを念頭に置くべきだろう。 
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１．はじめに 

令和６年度は世間では、国内外の旅行者も増加

し、インバウンド需要も増加するなど、コロナ前

以上に活気にあふれた印象のある年であった。 

そのような社会情勢の中、日本樹木医会の定時

社員総会は香川県支部において開催された。 

近年、リモートと対面の併用等様々な分野での

会議や研修の多様化が進んでおり樹木医選抜試験

も例にもれず、リモートと対面の併用により例年

通り実施され、千葉県では５名の新樹木医が誕生

した。 

また、日本樹木医会では、創立 30周年記念事業

の『樹木医による樹木診断・治療事例集』が刊行

され、千葉県支部会員が診断治療に携わってきた、

君津市の建暦寺のカヤ、成田市の遠山桜が掲載さ

れた。 

２．令和６年度支部活動 

１）各ブロック活動 

平成 21 年にブロック制を取り入れて 16 年目を

迎え、各ブロック長、副ブロック長を中心に、実

践的かつ活発な活動が実施されている。以下、各

ブロックの活動状況を簡単に報告する。 

東ブロックでは、５月 25 日に茨城県水戸市に

ある日本三名園のひとつである偕楽園で庭園構成

と植栽管理状況の視察及び笠間市の笠間芸術の森

において、ツヤハダゴマダラカミキリの被害状況

及び対策実施状況の観察会を行った。（写真 1） 

９月 14 日には平成 30 年以来６年ぶりにイヌマ

キのケブカトラカミキリ被害について、東庄町と

銚子市（千葉県側）と鹿行地域（茨城県側）で発

生状況の調査を行った。（写真 2） 

年が変わり令和７年２月 15日には、NPO法人樹

の生命を守る会との共

催で『水郷佐原あやめパ

ーク』において、例年実

施しているフジの冬季

剪定作業及び樹勢回復

についての意見交換会

を行った。（写真 3） 

西ブロックでは、10月に松戸市常盤平さくら通

りで、ナラタケモドキ発生状況の観察を実施、近

隣地域の柏市での千葉県で初めてのクビアカツヤ

カミキリ被害が確認されたことを受け、併せてク

ビアカツヤカミキリ被害状況を確認したが、その

痕跡は確認できなかった。（写真 4,5） 

令和７年１月 14日には、創立 150周年の市川市

立市川小学校で６年生を対

象に、シンボルツリーのプ

ラタナスについての授業を

実施し、プラタナスの特徴

や市川小学校の歴史の他、

樹木医の仕事を説明した。

この後学習発表会で発表す

ることもあり、質問も多く、

大変活気のある授業となっ

た。（写真 6） 

＜寄稿＞ 日本樹木医会千葉県支部活動報告 

日本樹木医会千葉県支部 副支部長 柏﨑智和  

 

写真 1 笠間芸術の森ツヤハ

ダゴマダラカミキリ被害状況 
写真 2 イヌマキケブ

カトラカミキリ被害木 

写真 4 さくら通り ナラ

タケモドキ発生状況観察会 

写真 3 フジの冬季剪定作

業及び樹勢回復意見交換会 

写真 5 ナラタケモドキ 

写真 6 市川小学校

のプラタナス 
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３月 15日には、埼玉県草加市青柳公園周辺にお

いて、クビアカツヤカミキリ被害の観察会を行っ

た。（写真 7,8） 

中央ブロックは、４月 27日に浦安市民まつりに

おいて、NPO 樹の生命を守る会が例年出展してい

る「樹木相談所」に協力参加した。（写真 9） 

８月には、浦

安市民プラザ

において、岩谷

美苗さんを講

師に招き、「子

育てから始め

た定点観察＋

不思議グルメ」の講演会を行った。（写真 10） 

令和７年３月には、

千葉県立船橋県民の森

に於いて、生産終了と

なった粘着バンド資材

についてバンド法によ

るスギカミキリ防除の

技術継承と題し、その

技術の確認と技術継承を目的に研修会を実施予定

であったが、雨天のため現場講習は中止とし、参

加予定者には粘着バンド及び資料送付し情報共有

を行った。（写真 11,12） 

 南ブロックは、11 月 16 日に元館山市天然記念

物サイカチ生育地と館山市菜の花ホール及び館山

市城山公園で『サイカチの樹勢診断と後継樹の定

植』とし、サイカチの樹勢診断と今後の管理方法

の検討、更に２年前の研修会で接ぎ木した後継樹

苗２本を城山公園に植栽した。（写真 13,14） 

 令和７年３月８日に

は、東京大学千葉演習林

の視察と森林生態系観

察を実施。（写真 15） 

翌３月９日には、清澄

寺において国指定特別

天然記念物『清澄の大

杉』においてスギカミキリ

防除の研修会を実施した。

（写真 16） 

また、同３月には館山市

で 11月に実施したサイカ

チの樹勢診断結果に基づ

き、樹勢回復作業を実施

した。 

２）NPO法人樹の生命を守る会との協働 

 NPO法人樹の生命を守る会との協働事業は、「子

ども樹木博士」認定事業、新樹木医への認定証授

与式、関東甲信地区共催研修会等であり、令和６

年度は７月に「子ども樹木博士」認定事業を県立

青葉の森公園、10月に樹木医技術発表会を千葉県

立中央博物館、12月には新樹木認定証授与式を千

葉市中央コミュニティセンターに於いて協働で実

施した。 

写真 7 クビアカツヤカミ

キリ被害状況 

写真 10 浦安市民プラザ

講演会 

写真 13 サイカチ生育地で

の講演 

写真 16 国指定特別天

然記念物 清澄の大杉 

写真 8 クビアカツヤカミ

キリ被害観察会の様子 

写真 9 浦安市民まつり樹木相談所 

写真 11 船橋県民の森スギ林 

写真 12 バンド設置木 

写真 14 サイカチ生育地で

の樹勢診断の様子 

写真 15 東大演習林観察会

の様子 
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３）令和 6年度総会及び講演会 

県内在住の会員が一堂に会する機会は年２回、

総会（４月）と新会員歓迎会（２月）であり、と

もに講演会があり、貴重な研修の場、会員の交流

の場にもなっている。 

令和６年度総会は、４月 21日に千葉市民会館に

おいて開催した。（写真 17） 

基調講演は千葉県支部長 梅本清作氏に成田市

三里塚公園でのナラタ

ケモドキ防除対策の事

例ついて『トチノキノ

ナラタケモドキによる

木材腐朽防除の試み』

の講演をいただい

た。 

４）樹木医証授与式・新会員歓迎会 

千葉県支部では、樹木医認定証授与式を NPO 法

人樹の生命を守る会との協働で開催している。 

今年度は 12 月 15 日に千葉市中央コミュニティ

センターで開催、授与式は滞りなく行われた。（写

真 18,19） 

また、例年２月に開催

している新会員歓迎会は、千葉市民会館において

東京支部会員 本部技術部会長の先崎洋二樹木医

を招き「風荷重の計算方法と倒木、枝折れを考え

る」、当支部会員の吉

岡賢人樹木医から事例

紹介として「樹木医と

しての活動 成田市旧

東小学校東山桜（ソメ

イヨシノ）診断・治療

事例紹介」の講演をい

ただいた。（写真 20） 

５）30周年記念事業 

 令和６年度は千葉県支部設立 30周年を迎え、

記念事業として、千葉県支部 30周年記念誌『千

葉県の樹木医活動―2009 から 2023 までの記録

―』を発行した。 

また、30周年記念講演会は、ホテルポートプ

ラザちばに於いて、千葉大学大学院園芸学研究科

高橋輝昌教授を招き「植物廃材（剪定枝）の土壌

改良材としての利用とその効果」を、神奈川県支

部樹木医川九邦雄氏からは「千葉県の土壌面白

話」の講演をいただいた。（写真 21,22） 

３．おわりに  

 今年度も、会員の樹木医活動を記録した年報第

15 号を発行した。日々の活動記録が活字として残

ることの意義は大きく、今後も継続していきたい。 

また、樹木医の登録更新制度に伴う CPD 制度に

対応し、千葉県支部の研修について令和６年度に

は 15 件を参加型樹木医 CPD 認定プログラムとし

た。 

令和６年には千葉県で初めてクビアカツヤカミ

キリ被害が報告され、今後県内各地で被害状況調

査、対策などが行われていくものと推察する。 

そのような事に対応していくためにも、会員各

位においては、各ブロック長、副ブロック長を中

心に工夫をしながら実施される実践的な研修活動

へ積極的に参加し、知見を深め自身のスキルアッ

プを図り、更に、会員相互の交流を図る機会にも

なるため、支部活動に積極的に参加していただき

たい。 

写真 17 令和 6 年度総会の様子 

写真 18 樹木医証授与式 

支部長挨拶 
写真 19 樹木医証授与式 

写真 20 新会員歓迎講演会

の様子 

写真 21 30 周年記念講演会

の様子 

写真 22 基調講演 
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１ はじめに 

「環境圧」と樹木の生理反応について樹の生命

誌に連載して欲しいと依頼され、樹木に与える環

境圧とは何かと考えてみた。基本的には樹木の立

地する場所の環境が、樹木にとって温和でなく、

ストレスを与えるような厳しい条件になったとき、

あるいはそのような立地に置かれたときに環境圧

を受けたと言えるであろう。 

樹木の環境圧という言葉に関連して、樹木に関

わる重要な概念である「適地適木」について考え

てみた。適地適木とは林業における考え方で、あ

る場所の気象・微気象、地形・微地形、表層地質、

土壌、自然植生、地下水の動きなどの立地条件に

対して最もふさわしい樹種あるいは品種を第一に

考えるべきであり、その上で植林目的や経済性に

適合した樹種や品種を選ぶべきである、という意

味である。つまり、経済性を重要視し立地環境に

不適合な樹種を無理して植え付けてはならない、

ということである。樹木が受ける環境圧に対して、

その影響を可能な限り少なくして樹木を健全に育

成するためには、適地適木の考え方は重要であろ

う。しかし、適地適木の考え方を厳密に守れば全

く問題が生じない、というわけではない。その地

域に自生している樹種であれば立地環境に対して

は大きな問題はないが、それでも時折の厳しい気

象条件の襲来や病虫害の発生で樹木が枯損するこ

とがある。また、いくら立地に適していても経済

的に成り立たたない樹種は多く、さらに、世の中

の動きにつられた樹種的なはやりすたりもある。

よって適地適木の概念を厳密に守るのは困難なこ

とが多いが、一般的にはこの概念は林業ばかりで

なく、環境緑化や果樹園芸など樹木の栽培育成全

体に適用できる概念であろう。 

一口に環境圧と言ってもその種類は極めて多様

で、とても数え切れるものではない。けれどもそ

れらを類型化すれば、幾つかの項目に分けること

ができよう。例えば寒さの害、暑さの害、乾燥害

（干害）、落雷の害、強風害、塩害（潮風害）、冠

雪害等の気象害、病気や害虫等の生物害、地形的

影響、地質的影響、土壌的影響等である。樹木の

環境圧について考えるにあたり、上述の項目ごと

に分けて考えるほうが分かりやすいと思うので項

目別に説明するが、第１回は樹木の乾燥害につい

て概説する。 

２ 乾燥害の原因 

樹木の乾燥害は降水のない期間が長く続き、土

壌水分が不足して根系の水分吸収が不十分な時に

生じやすい。一般的には高温乾燥状態の夏期に乾

燥害が多く発生する。しかし、乾燥害は単純な現

象ではなく、土壌条件や地形、気象状態と複雑に

絡み合った現象であり、例えば土壌孔隙中に水分

が十分にあるのに乾燥害が生じることもあり、ま

た冬季の積雪が少なく土壌が深くまで凍結しやす

い地域にも発生しやすい。 

一般的に樹木が受ける乾燥害の原因は大きく分

けて５つある。 

第１は純粋に降水量が少なく土壌が極度に乾燥

して、根系先端の細根部分が水を吸収できない場

合である。 

第２は根系の切断や根腐れなどで細根が消滅し、

水分が吸収できない場合である。 

第３は根系が深く潜れず細根が地表近くに集中

している時に、急激な乾燥状態が続いた場合であ

る。 

第４は土壌水分が凍結して樹木の根が水分を吸

収できない状態の中で、強い寒乾風が吹きすさぶ

場合である。 

第５は地上部の導管や仮導管の中の水が凍結し

て、樹冠上部の葉や芽が強い寒風によって乾燥し

てしまう場合である。この場合、土壌凍結は生じ

〈連載〉環境圧と樹木の生理反応  

Ⅰ 乾燥害 

NPO 法人樹の生命を守る会顧問  堀 大才 
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ていない。 

第１の場合、降水の多い日本では発生が少ない

が、稀に真夏に長期間無降水の状態が続くことが

あり、そのような時は砂地の海岸林で被害が多い。

山地の森林では滅多に生じない。しかし、土壌が

浅く岩盤に亀裂が少なく、根系全体が極めて浅い

山林では発生することがある。また、砂丘上の海

岸林では根系は比較的深い状態であるが、土壌の

保水力が小さいために土壌が極めて乾きやすく、

時折乾燥害が発生する。千葉県の海岸近くのマテ

バシイ林で、ある年の夏、降水量が極めて少なく

高温状態が続いたために、マテバシイが集団で枯

損しているのを見たことがある。ヨーロッパの気

候的特徴は、アルプス山脈以南では夏は降水が極

めて少なく冬に降水量が多い夏乾燥・冬湿潤の地

中海気候であるが、アルプス以北も全体に乾燥し

ており、夏季と冬季との間に降水量に大きな差は

ない。欧州では夏に高温乾燥状態が続くと、太い

横枝が折れて「夏落ち」する現象が時折見られる。

樹木、中でもプラタナス類の例が多く報告されて

いる。夏落ちの原因は完全には解明されていない

が、マッサリア症状（図１ 横に長く伸びた大枝

の上部が溝腐れ症状を示す）のような病害が関係

して乾燥亀裂が生じるらしい。 

 
図１ マッサリア症状を示す大枝 

樹木の根系は降水のみで生きているのではなく、

土壌層の下の岩盤の無数の亀裂を上昇してくる毛

管水も吸収しているが、長期間の無降水状態によ

り地下水脈からの毛管現象が途切れたりすると、

地下深くからの毛管水上昇が少なくなり、乾燥害

を受けやすくなる。砂丘土壌の場合、土壌空気を

含む粗孔隙は多いが、毛管現象を示す細孔隙（毛

管孔隙ともいう）は少なく、無降水状態が続くと

毛管水が途切れやすい。 

第２の場合は、道路工事、水道や電線埋設工事、

建設工事、踏圧等により根系が切断されたり、土

壌の固結化や排水不良により細根が根腐れして消

滅したりして、十分な水分吸収ができずに枯れて

しまう現象である。一般的には乾燥害と認識され

ていないが、樹木の地上部は水分不足による乾燥

枯死である。建設工事によって既存木が急に枯死

したり衰退したりする場合や、公園緑地や街路樹

で移植木が枯死する場合、枯損原因の多くはこれ

である。 

第３の場合は、梅雨や秋霖などの長期間の降雨、

土壌の通気透水性の不良などにより、土壌粗孔隙

もほぼ水で満たされているために、呼吸量の多い

細根が地表近くに集中し、深い細根は根腐れして

機能していない状態の中で、盛夏期や木枯らしが

吹く時期など急激な乾燥状態が続いた時などに発

生しやすい。養水分吸収機能のある細根が浅い層

に集中しているために、急激な乾燥に非常に弱い

体質となっている状態である。我が国ではこのタ

イプの乾燥害が極めて多く見受けられる。公園緑

地の植栽木が枯死する原因として、造成地土壌の

多くが重機による土地造成のために固結し、植穴

に水が溜まって抜けない時に根鉢下部の根が根腐

れで消失してしまい、地表近くの根だけが機能し

ている場合に生じやすく、特に粘質な土壌で生じ

やすい。 

第４の場合は、北海道東部や岩手県東部の山間

地のような寒冷な寡雪地で見られる現象で、冬期

に土壌水が凍結（凍土状態）して細根が水分を吸

収できず、幹や枝の通導組織内の水も凍結してい

る状態の中で、強い寒乾風が連日吹き荒れ、樹体

の地上部の特に小枝から水分が少しずつ抜けてい

断面 
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くのにそれを補えない時に発生する。これを寒乾

害あるいは寒風害と呼んでいる。北海道ではトド

マツやアカエゾマツに被害が多く発生している。

尾根筋や山地の頂上付近で被害が多く、越冬芽が

乾燥で死んでしまうことが多い。根系がまだ全体

に浅い若い個体に発生しやすい。シベリア東部の

−60℃にもなる永久凍土地帯に生えるダフリアカ

ラマツは冬季、完全に休眠し、さらに樹脂細胞中

の油分により細胞膜内凍結を防いでいる。 

第５の場合は、寒冷な多雪地で見られ、積雪が

深いために積雪の保温機能により土壌の温度は

０℃前後を保ち、土壌水は凍結せず根系は水分吸

収機能を維持しているが、地表が寒冷なために幹

や枝の導管や仮導管内の水分が凍結し、枝先や葉

の水分が不足してしまう現象である。一般的には

乾燥害とは認識されていない。 

３ 乾燥害発生の原理 

乾燥害は水分が不足して正常な代謝ができずに

枯死する現象であるが、多くの場合、最初に起き

る現象は細根の窒息死である。根系は樹体を支え

ると同時に水分と水溶性の肥料成分を吸収するが、

水分と肥料成分の吸収は根系の先端の細根で行っ

ている。水分と肥料成分を効果的に吸収するには

多大なエネルギーが必要であるので、細根は呼吸

量が多い。その呼吸は水中の溶存酸素を吸収して

行っており、呼吸で得た酸素で ATP を燃やしてエ

ネルギーを得ている。皮層の内側にある内皮層の

細胞膜は、そのエネルギーを使って木部に入る水

分量や物質を制御している。もし土壌水に溶存酸

素が無ければ、細根は呼吸できずに窒息してしま

う。さらに、土壌が過度に乾燥すると、細根は水

分吸収できないので、細根は呼吸ができずにやは

り窒息死してしまう。細根の多くが死ぬとさらに

水分吸収力が低下し、地上部は乾燥枯死する。地

表近くに溶存酸素がほとんどない停滞水がある場

合や、通気透水性が不足して酸素を十分に溶かし

た雨水が土壌に浸透しない場合も、水そのものは

十分に存在するのに、根が水分を吸収できずに窒

息死し、地上部は乾燥害を生じてしまう。土壌の

浅い所にある停滞水の場合、溶存酸素は土壌微生

物によってほとんど消費されてしまい、ほぼ無酸

素状態であるので、根は停滞水の中に伸びていく

ことができず、また停滞水から上昇してくる毛管

水によって土壌孔隙もほとんど満たされているの

で、停滞水上の樹木は極めて根が浅い状態で、乾

燥に極めて弱い体質となっている。 

公園緑地等で多く見受けるのは、土壌表層が固

結して通気透水性が不良な時に、梅雨や秋霖のよ

うな長雨時期に、土壌孔隙がほとんど水で満たさ

れ、養水分を吸収する細根のうち比較的深い所の

根は死んでしまい、酸素の多い地表近くにある細

根のみが生きている時に、真夏の高温乾燥期が続

いて土壌表面が急激に乾燥し、細根が枯死してし

まい、その結果地上部全体が乾燥枯死してしまう

現象である。また、新規植栽木の場合に枯死木が

多いのは、植穴の壁が固結していて水が抜けず、

まるでバケツに植え付けている様な状態が多いか

らである（図２）。 

 

図２ 水の抜けない植穴 

４ 乾燥による被害形態 

乾燥害を受けると葉ダニが大量に発生したり炭

疽病が発生したりしやすい。また、葉が萎れたり

赤茶けたりして落葉してしまう。筆者の観察では、

真夏に多く見られる乾燥害の初期的症状は葉の萎

れだが、葉が萎れて垂れている場合（図３）は、

真上からくる直射日光と葉面との角度を小さくし

て、葉面温度が上昇するのを防いでいると考えら

表層のみ細根
が生きている 

潅水により
根腐れ 
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れる。さらに、造園関係では日焼けあるいは皮焼

けと言われている樹幹の縦長に続く壊死現象（図

４）も、大枝剪定による大枝の下のエネルギー不

足、その傷からの溝腐れ病菌の侵入とともに乾燥

害が影響している。乾燥害が進むと越冬芽が枯れ

て枝枯れが生じ、最終的には全体が枯死する。サ

クラ類の場合、土壌条件が不良で慢性的な乾燥害

に陥っている樹木は軸方向に細かな樹皮の亀裂が

生じていることが多い。 

 

図３ 乾燥害の初期症状である葉の萎れ 

 

図４ 幹の樹皮の皮焼け（日焼け）も乾燥が 
影響している 
 

５ 乾燥害を緩和する対策 

乾燥害をなくすことはできないが、可能な限り

緩和させる対策としては、第１に植栽にあたり乾

燥害に強い樹種を選ぶべきであり、あるいは T-R

比（地上部－地下部の重量比）の小さい乾燥害に

強い形質の苗木を選ぶべきである。第２に、植栽

地を可能な限り深くまで通気透水性の改善を行う

ことである。土層に深くまで酸素が供給され、根

が深くまで入っていける状態にすることによって

細根が表層に集中することを防ぎ、乾燥害に極め

て強い体質となる。 

筆者が強く推薦している技法として水圧穿孔法

がある。小型のコンプレッサーで水圧をかけて土

壌灌注機を利用して土壌に深くまで穴をあけ通気

透水性を高める方法であるが、水圧をあまり高く

しないで済むので、既存木の根系を傷める心配が

なく、時期を問わずに安心して使える技法である。

根系の伸びている部分や近い将来伸びていきそう

な部分にたくさんの穴をあけて、土層の深い部分

の通気透水性を高め、根系全体を深く誘導するこ

とにより、乾燥に強い体質となる。硬盤や礫が多

く水圧穿孔法では歯が立たない場合は長いビット

を装着したコンクリートブレーカー（削岩機）を

併用する方法もある。 

割竹挿入縦穴式土壌改良法はダブルスコップ

（両口スコップ）やオーガーで空けた直径 15 ㎝

から 20 ㎝、深さ 100 ㎝程度の穴に、節を抜いた

直径５㎝程度の割竹を挿入し、割竹の外側には品

質の良い堆肥と現地土壌を混合した土壌を入れた

り、堆肥100%にしたり、礫を入れたりする。既存

木がなく、新たな植栽であれば、植栽地全体の深

耕、植栽地中心から放射状に溝を設ける方法もあ

る。 

皮焼け症状 

垂
れ
下
が
る 
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１． はじめに 

近年、コナラ・クヌギ林などは、カシノナガキク

イムシの大発生で枯死木が続出して脚光を浴びる

ことになり、シロスジカミキリは、少し脇に置か

れる形になったが、農業ではクリ栽培の、林業で

はコナラ、クヌギなどシイタケ原木林の、また、都

市公園ではコナラ、クヌギ、シイ、カシ類の大害虫

として知られ、依然重要害虫であることには変わ

りがない。特に、最近、倒木や落枝などで人的、物

的被害が問題となる中、都市公園等でのシロスジ

カミキリ被害対策はますます重要になってきてい

る。今回は、筆者のかかわった調査事例を含め、シ

ロスジカミキリの生態と防除について考える。 

２． シロスジカミキリの生態 

１）加害樹種 

シロスジカミキリ（Batocera lineolata）は、

カブトムシ目カミキリムシ科に属する昆虫である。

日本産カミキリムシの中では最も大きなカミキリ

ムシで、体長は 40～55mｍ、体色は暗灰色で、翅

鞘には、黄白色の斑紋があるが、成虫が死ぬと次

第に白色になることからこの名前が付けられてい

る。幼虫も成虫も多犯性で、シイ、カシ、コナラ、

クヌギ、カシワ、クリ、ヤナギ類、ハンノキ類、ニ

レ類など広範な樹木に加害する。成虫は以上のほ

かサンザ

シ、カマツ

カなどバ

ラ科植物

の枝も後

食する。 

 

 

 

写真 1．シロスジカミキリ成虫（♀）と 

  後食痕（コナラ）（山武市 1977.7） 

２）分 布 

 本州、四国、九州、沖縄、朝鮮、済州島、台湾、

中国 

３）生 態 

成虫は、普通３～４年に１回発生、２年に１回

発生する個体もみられる。樹幹内で越冬した幼虫

は、４月頃に蛹化し、成虫は、５月中旬頃から現れ

新梢を加害するため、その先が枯れて被害の目安

になる。成虫の発生は、暖地の千葉県の場合、５月

中旬頃から６月上旬頃までで（表 1.）、野外での成

虫の活動は８月中旬ころまで見られる。産卵部位

は、樹幹の下部や大枝で、樹皮につけた咬み傷に

産卵する（写真 2.）。４ｃｍ以下の細い木、枝には

産卵しない（図 1.）。産卵痕は６月上旬頃から７月

上旬頃まで見られる（表 1.）。孵化した幼虫は樹皮

下を食害したあと次第に材中深く穿入する。幼虫

で１回または２回越冬し、次に成虫で越冬、３年

目または４

年目に樹皮

上の丸い飛

孔から脱出

する（写真

3.）。 

 

 

 

 写真 2. 産卵痕（コナラ） 

（山武市 1977.7） 
 

表 1. 脱出孔・後食痕・産卵痕の発現時期（松原 1978） 

  ＊調査対象木 105 本 

 

5月 6月 7月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 計

脱出孔 4 42 8 54

後食痕 1 1

産卵痕 15 12 104 122 253

＜連 載＞樹木の害虫類について  

穿孔性害虫（5）シロスジカミキリ －材内の大きな坑道－ 

                        樹木医 松原 功（山武市在住） 
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図１. 胸高直径と産卵痕数の関係（松原 1978 一部改変） 

     ＊調査本数 105本 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3．脱出中の成虫（左）と脱出孔（右）（コナラ） 

    （山武市 1978.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4. 越冬材内成虫（上）と越冬幼虫（コナラ） 

（山武市 1977.2） 

３． 材内の大きな坑道 

被害木を断幹し、木口面を見ると、シロスジカ

ミキリの材内坑道は大きく、しかも円板面のほぼ

全域に広がっているものを多く見かける（写真5．）。

これは、同様に樹木の大害虫であるゴマダラカミ

キリの被害木の材内坑道と比較すると際立って大

きい（写真 6．）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5. シロスジカミキリの材内坑道（コナラ） 

   （山武市 1977.2） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6. ゴマダラカミキリの材内坑道 

   （イロハカエデ） （山武市 2010.11） 
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ゴマダラカミキリによる枯死木はほとんどが根

際をガードリングされて枯死し、その後、枝折れ

や倒木が起こっているのに対し、シロスジカミキ

リによる枯死木は、台風や突風などによる枝折れ

や幹折れが先で、その後枯死に至る場合が多い。 

４． 被害の例 

写真 7．寒冷前線通過に伴う突風による幹折れ（コナラ林） 

（山武市 1977.2） 

写真 8. 降雹と突風による大枝折れ（クリ園） 

  （印西市 2000.6） 

  写真 9．台風通過後に起きた幹折れ放置木（廃クリ園） 

（八街市 2025.1）   

５． 防除法 

シロスジカミキリは一次害虫なので、密度を減

らせれば被害はかなり少なくなる。密度を減らす

方法として、人手がかかるが、樹上で歩行する成

虫を捕殺する方法、産卵痕を見つけて幼虫を叩き

潰す方法は有効である。また、産卵痕は、林縁木の

樹幹下部に集中する傾向があり、その木にはすで

に幼虫の寄生が見られる場合が多いので、伐採除

去することは有効である。産卵防止法としては、

産卵前に地上２ｍくらいまで薬剤（スミパイン乳

剤 150倍液など）を半月ごとに２回位散布するか、

産卵可能性のある期間、樹幹下部をビニールや新

聞紙などで覆うと効果的である。被害を受けやす

い枝、幹に石灰乳などを塗布すると産卵・食入防

止に効果がある。 

６． むすび 

農林業では、シロスジカミキリの被害は、クリ

園やコナラ林などで大きな問題になる。筆者は、

1976 年から 15 年間、萌芽更新、無農薬対応で育

てたシイタケ原木林育成試験地や周辺のコナラ林

で、どのような害虫が発生するか調査した。その

過程で幼木の被害対策としてはコウモリガ、成木

ではシロスジカミキリが重要であることを確認し

た。シロスジカミキリの被害は、気象災害と密接

にからんで、枝折れや倒木という形で現れる。気

象が荒くなっているといわれる現在、都市公園な

どでは、そのことは特に重要である。 

  

参考文献・引用文献 

１．小林富士雄・滝沢幸雄（1991）緑化木・林木

の害虫．養賢堂 

２．松原 功（1978）シイタケ原木林寄生昆虫に

関する基礎調査（Ⅳ）－シロスジカミキリの産

卵時期と産卵対象木の胸高直径－．千葉県林試

報 13：59-60 

３．松原 功（2006）なら山の害虫たち．樹の生

命 4：17-18 
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１．クビアカツヤカミキリの県内初確認 

令和６年 10月、千葉県柏市のソメイヨシノの樹幹に

てクビアカツヤカミキリの痕跡（フラス）が確認され

た。柏市からの情報提供を受け、千葉県が調査を実施

した結果、令和７年１月 27 日に DNA 分析により特定

外来生物であるクビアカツヤカミキリ（Aromia bungii）

であることが確定された。千葉県内では初の確認事例

となる。 

クビアカツヤカミキリの幼虫は、モモ、スモモ、サク

ラなどのバラ科の樹木内部を食い荒らすため、全国各

地で農業・倒木被害などが確認されている。千葉県で

も今後、果樹や街路樹等を含めた樹木への被害も懸念

される。 

柏市や千葉県は、被害拡大を防ぐために緊急対策を

呼びかけている。発見した場合は速やかに県または自

治体窓口へ通報し、成虫を捕獲した場合はその場で駆

除することが求められている。 

 

写真１ 柏市のクビアカツヤカミキリ被害木 

 

写真２ 樹皮下にいたクビアカツヤカミキリの幼虫 

撮影：吉岡賢人 

２．ソテツ類を枯らす外来害虫の猛威 

 令和４年 10 月、外来種の害虫であるアウラカスピ

ス・ヤスマツイ（Auracaspis Yasumatsui）により、

奄美大島山羊島周辺にてソテツの大量枯死が発生した。

その後、令和５年３月には沖縄県国頭村でのソテツ被

害も確認され、国内での被害拡大が懸念されていた。 

令和７年２月末時点では、奄美大島（奄美市、龍郷

町、大和村、宇検村、瀬戸内町）、加計呂麻島（瀬戸内

町）、喜界島（喜界町）の６市町村で被害の発生が確認

されている。奄美市では特に被害が拡大しており、令

和６年 11 月末時点で被害本数が 5,571 本に達し、初

確認時の約9.8倍に増加している。 

アウラカスピス・ヤスマツイは英名「Cycad 

Aulacaspis Scale」とされ、CASと略される。一部で

は同種による被害を「CAS被害」と称している。体長

1～2mm程度で繁殖力が強く、ソテツをはじめ、多く

のソテツ科植物に被害が見られる。葉や幹のみならず

根（地下60cmの深さでの生育確認報告事例あり）に

も寄生し、吸汁被害により、激しい場合には１年以内

に枯死に至る。 

鹿児島県や沖縄県では、被害拡大防止のため、防除

方法等について県のホームページ等に掲載し、積極的

な防除の呼びかけを行っている。奄美市では防除薬剤

の配布を開始し、笠利地区や住用地区では配布割合が

80～90％に達しており、薬剤を受け取った地域で防除

が進められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真３ アウラカスピス・ヤスマツイ 

鹿児島県森林技術総合センターHPより 

＜連 載＞ 病害虫トピックス           

広報委員 森野敏彰 鳥山貴司 
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■ 令和６年度通常総会および基調講演開催  

今年度の通常総会は会場開催により、令和６年５月 19日にホテルポートプラザ千葉で行いました。理

事長のあいさつ、日本樹木医会千葉県支部長梅本様のご挨拶を賜り、令和５年度の事業報告、収支決算報

告、令和６年度の事業計画、令和６年度の収支予算について無事過半数の賛成を得てご承認いただきま

した。（写真 1） 

総会後の基調講演は NPO 法人樹の生命を守る会顧問の堀大才先生により「樹木の生理と構造からみた

科学的剪定法」と題してご講演をいただきました（写真 2）。実際に木片を見せていただき、科学的側面

から樹木の構造についてご説明いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 通常総会の様子              

 

令和６年度 事業報告① 

                             事務局長 吉岡 賢人 

 

                         

 

 

写真２ 堀大才先生による基調講演の様子 
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■ 樹木医技術発表会開催 

令和６年度の樹木医技術発表会を開催しました。 

主  催： 日本樹木医会千葉県支部 

共  催： 特定非営利活動法人樹の生命を守る会 

助  成： 公益財団法人千葉県緑化推進委員会 

開催日時： 令和６年 10月 19日（土）13:10～16:10 

会  場： 千葉県立中央博物館・講堂（千葉県立青葉の森公園内） 

参 加 者： 千葉県支部（他支部含む）樹木医５５名 

自治体等職員３０名、一般１０名              計９５名 

発 表 者： 笹部雄作氏 

内  容： 外来種クビアカツヤカミキリ激害区域（大阪府）の現状と防除対策（作戦）と 

今後。外来種ツヤハダゴマダラカミキリの今後の対応と対策。 

発 表 者： 柏﨑智和氏 

内  容： クビアカツヤカミキリによる千葉県周辺地域での被害状況と、群馬県において 

の取り組み 

< 技術発表会の内容 > 

クビアカツヤカミキリの激害区域（大阪府）などにおける被害現状や現場での取り組み（防除対策

等）を紹介して頂き、千葉県での今後の対策を行う上での参考情報が提供されました。またツヤハダゴ

マダラカミキリについても、隣接地域での被害拡大の現状を踏まえ、関西圏での防除対策を解説してい

ただきました（写真１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 令和６年度樹木医技術発表会の様子（左：笹部 氏・右：柏﨑 氏） 

 

 

令和６年度 事業報告②   

                            技術委員長 皆川芳洋 
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■「子ども樹木博士」認定事業を千葉県立青葉の森公園で実施 

子ども樹木博士認定事業は 7 月 28 日（日）千葉県立青葉の森公園において実施されました。昨年

度の実施日が夏休み最終週の日曜日に実施したため参加者が少なく、その反省を踏まえ、今回は夏休

みの宿題を気にせず参加いただけるよう 1か月前倒して実施しました。例年に洩れず猛暑の中での実

施となりましたが、昨年に続き参加してくれた子供たちもいました。試験結果は良好で、満点を獲得

した受講生もいました。試験後のクラフトも例年通り好評で、参加者は熱心に取り組んでいました。

来年度も引き続き参加者が増えるよう、企画の充実を図りながら皆で検討していきたいと思います。 

子ども樹木博士に関しては、学校や子供会単位での開催も検討できます。興味をもたれた方は、ぜひ

当会事務局までお問い合わせください。 

最後に子ども樹木博士認定事業委員会構成員である、千葉県森林インストラクター会、日本樹木医

会千葉県支部、千葉県緑化推進委員会、千葉県まちづくり公社青葉の森公園管理事務所の皆様に御礼

申し上げます。 

 

 

 

認定試験を終えて、保護者を交えてクラフトを楽しむ子供たち 

令和５年度 事業報告③ 

                企画・事業委員 武田英司 
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■ 令和６年度 冬期研修旅行 小石川植物園 

今年度の研修旅行は、３月２日の日曜日に日帰りで小石川植物園に詳しい佐々木潔州樹木医に講師

をお願いし、園内を見学しました。 

 

主な研修樹木 

正門より 

ケンポナシ、フシノアワブキ、ヒゼンマユミ、ソテツ、ガビアオキ、オオバタイワンアオキ、オキナワ

ウラジロガシ、ヒサカキサザンカ、オオバキンカチャ、キンカチャ、ヒサカキモドキ、アトラスシーダ

ー、ヤドリギ、サクラ林、スズカケノキ、コーカサスサワグルミ、ミヤマガンショウ 

昼食後 

ボダイジュ並木、アジア産マグノリアの仲間、コブシモドキ、ツクシカイドウ、カイノキ、ヤクシマオ

ナガカエデ、ウダイカンバ、イヌブナ、メグスリノキ、アサダ、オータムライラック（七子花）、アカ

ガシ、ニシキマンサク、チャンチンモドキ、ハクラクジュ（ブッシュネイデラ） 

 

参 加 者   千葉県支部他樹木医 23名 一般参加者３名 

 

 

＜研修旅行を終えて＞ 

お天気にも恵まれて暖かい日差しの中、都心の真ん中にある大きな森のような植物園をゆったりと

観察することができました。普段は目にすることができない世界各地の樹木について解説していただ

き、日本との気候や土壌の違いによる生育状況の違いについてなども丁寧に説明していただきまし

た。 

また日頃公園や街路樹でなじみのある樹木も長い年月を経てここではあまりに大木に成長している

ため、とまどいながら樹名板を確認することも多くありました。 

研修後の懇親会にも多くの方々に参加いただきました。               

令和６年度 事業報告④  

                           企画・事業委員 武田英司 
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■ 新規樹木医認定証授与式 

今年度の新規樹木医登録者への樹木医認定証の授与式が、令和６年 12 月 1５日に千葉中央コミュニテ

ィセンターに於いて行われました。千葉県では、令和６年度の樹木医認定試験合格者５名の方々を順に、

大竹さん、岡川さん、佐藤さん、高野さん、千葉さんが新たな樹木医としてのスタートラインに立ちまし

た。弊会からは会を代表して篠﨑理事長が出席し、NPO法人樹の生命を守る会の概要についての説明を行

いました。５名の新樹木医さん合格おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                樹木医認定証書の授与式の様子 

                

令和６年度 事業報告⑤ 
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■  

■ 受託事業一覧 

 

No 受 託 事 業 名 受 託 先 

1 府馬の大クス支柱設置他管理業務 香取市教育員会 生涯学習課 

2 浦安市豊受神社大イチョウ樹勢診断業務委託 浦安市郷土博物館 

3 街路樹点検業務 富里市 

4 旧岩崎久彌末廣農場別邸公園高木特殊伐採業務 富里市 

5 吉高の大桜枯枝剪定業務 吉高の大桜を守る会 

6 若潮公園樹害虫防除業務委託 浦安市 

7 大総小学校クスノキ土壌改良委託 横芝光町 

8 菅野 3 丁目クロマツ経過診断 常盤工業株式会社 

9 三里塚記念公園トチノキ腐朽菌罹病部治療 成田市スポーツ・みどり振興財団 

10 野田市樹木診断 野田市 

11 市内公園樹害虫防除業務委託 浦安市 

12 ハミングロード樹木診断委託 習志野市 

13 本埜小学校サクラ保護管理業務 印西市 

14 旧東小学校遠山桜コスカシバ対策消毒委託 成田市 

15 旧東小学校遠山桜乾燥対策委託 成田市 

16 旧東小学校遠山桜風圧軽減剪定委託 成田市 

17 柏市ひばりが丘等街路樹樹木診断委託 柏市（染谷園芸（株）） 

18 柏市松葉町街路樹樹木診断委託 柏市（染谷園芸（株）） 

19 街路樹精密診断業務委託（その１） 白井市 

20 旧岩崎久彌末廣農場別邸公園ナラガレ被害木調査委託 富里市 

21 柏公園樹木診断 柏市 

22 公園樹木点検業務委託 萱田第 3 号公園 八千代市 

23 街路樹精密診断業務(その 2) 白井市 

24 手賀の丘公園運動場樹木点検委託 柏市 

25 令和６年度浦安市公園他害虫防除業務委託 浦安市 

26 小林牧場桜並木点検業務委託 東京都競馬株式会社 

27 沼南体育館樹木点検委託 柏市 

28 高木特殊剪定業務 富里市 

29 高木特殊剪定業務(その 2) 富里市 

30 高木特殊剪定業務(その 3) 富里市 

31 ナラ枯れ被害木伐採業務 富里市 

32 高木特殊伐採業務(その 2) 富里市 

33 柏市立第二小学校サクラ診断業務 柏市（豊四季造園土木（株）） 

34 玉﨑神社クロマツ害虫防除作業業務委託 玉﨑神社 

35 街路樹診断業務委託 八千代市 

36 吉高の大桜枯枝剪定業務土壌調査業務 吉高の大桜を守る会 

37 水郷佐原あやめパーク内フジの樹勢回復(剪定指導) (一社)水郷佐原観光協会 

 

 

当会において令和６年度に受託した事業について以下の通りご報告いたします。 

令和６年度 事業報告⑥  
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１ 総務委員会 

総務委員長 番場幸広 

 総務委員会は、定時総会の開催運営にあたった。定

時総会は 2024年５月 19日（日）ホテルポートプラザちば

にて開催し、提案された議案書通りに可決された。2024

年は役員改選があり、新体制での運営がはじまった。 

総会後は弊会特別顧問の堀大才様より、「樹木の生理

と構造からみた科学的剪定法」と題して講演いただいた。 

 このほか会員動向のチェック、2025 年度に予定してい

る名簿改訂に向けて準備を進めた。 

 

２ 企画・事業委員会 

企画・事業委員長 武田英司 

企画・事業委員会は、令和６年度の活動として普及事

業と研修旅行を企画した。 

１）普及事業 子ども樹木博士認定事業 

 子ども樹木博士認定事業は、昨年度より多くの子供

たちに参加してもらえるよう昨年より１か月早い７月

28日（日）に千葉県立青葉の森公園で開催した。参

加者は小学生８名、未就学児童４名、ご家族 12名で

合計 24名であった。昨年に続けて参加いただいた子

供たちもおり高い正答率であった。次年度はリピータ

ー参加者への配慮を含め出題数や出題樹木について検

討し、子供たちの樹木への興味を一層掻き立てられる

よう次年度は対応していきたい。 

 

２）研修旅行  

 研修旅行は、３月２日（日）日帰りで小石川植物園

でおこなわれた。今回の研修旅行は、日本近代植物学

発祥の地でもある小石川植物園にて、ここに詳しい

佐々木潔州樹木医に講師をお願いして様々な植物が配

置されている園内を案内していただいた。参加者は一

般参加者を含む26名であった。日本にとどまらず普

段見ることのできない様々な国の樹木や広い敷地内で

長い年月をかけ成長した大木について解説を受けなが

ら散策した。今回の研修旅行は日帰りとなったが次回

は前年度のように足を延ばして一泊での企画を検討し

たい。 

 

３ 技術委員会 

技術委員長 皆川芳洋 

令和６年度技術発表会（技術研修会）は 10月 19日

（土）に千葉県立中央博物館・講堂にて大阪より笹部

樹木医をお招きして「外来種クビアカツヤカミキリ激

害区域（大阪府）の現状と防除対策（作戦）と今後」

「外来種ツヤハダゴマダラカミキリの今後の対応と対

策」のテーマでお話しを頂いた。また、千葉県支部副

支部長の柏﨑樹木医より「クビアカツヤカミキリによ

る千葉県周辺地域での被害状況と、群馬県においての

取り組み」についてお話しを頂き、千葉県内へのクビ

アカツヤカミキリ侵入に備えての心構え・注意喚起・

処置のお話しを頂いた。参加者は樹木医・自治体（市

役所関係者）・市議会議員・一般と95名の方々の参加

があった。 

令和７年度技術発表会（技術研修会）は３月11日に

千葉県よりクビアカツヤカミキリ侵入宣言を踏まえて、

令和７年９月 27 日（土）に千葉市文化センターにお

いて同被害継続対策として足利市 生活環境部 環境

政策課 松島 氏（日本花の会・サクラ保全管理講座登

壇）をお招きして「足利市でのクビアカツヤカミキリ

被害の現状」「クビアカツヤカミキリの侵入した事に対

する怖さ」「クビアカツヤカミキリに対する業務活動」 

「現在、足利市周辺で行われている防除対策とその成

果」をお話し頂く予定である。今後のクビアカツヤカ

ミキリ被害の拡張に備え有益な生きた情報の共有が出

来ればと思っている。今回の技術発表会（技術研修会）

も樹木医・自治体（市役所関係等）・一般の参加を予定

している。 

各委員会・事務局便り 

 

各委員会委員長・事務局長  
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４ 広報委員会 

              広報委員長 森野敏彰 

１）会報誌の編集、発行 

昨年５月より「樹の生命 23 号」の発行に向けて編

集作業を進めてきました。お忙しい中、原稿をご執筆

いただいた執筆者の皆様、事務局、各委員会の方々の

多大なご協力により、無事に発刊することができまし

た。 

２）ホームページ・ブログの運営 

 今年度も、情報発信の強化を図るため、ホームペー

ジおよびブログの更新を継続しています。昨年に引き

続き、各種トピックスの発信、会員名簿の会員専用ペ

ージへの掲載を行いました。 

2024年５月に、千葉県の巨樹・古木ガイドマップ（改

訂版）が発行され、ホームページからダウンロードで

きます。この改訂版では、2005年に千葉県森林課より

発行された「ふるさと・千葉県の巨樹・古木 200 選」

に掲載された樹木を中心に、2022～2023 年に調査し

た新たに加えた樹木や県内の貴重な森林が追加されて

います。 

今後もより良い情報発信ツールとするために、ホー

ムページやブログに関するご意見ご希望を是非お寄せ

下さい。 

・ホームページ：https://kinoinochi.com 

・ブログアドレス：https://kinoinochi.com/blog/ 

（会員ページ閲覧にはユーザー名とパスワードが必要

です、ユーザー名およびパスワードがご不明の方は広

報委員会までご連絡ください） 

  

５ 事務局 

               事務局長 吉岡賢人 

 今年度も引き続き情報の共有と公正な事務手続きを

進めるべく、事務局として注力してまいりました。会

計事務所の指導の下、適切な会計処理に努めていきた

いと考えております。 

 まだまだ勉強中の身ではありますが、今後の当会の

発展を願い、会員の皆様にはご指導、ご協力のほどよ

ろしくお願いいたします。 

‐編集後記‐ 

新型コロナウイルスの流行が始まってから約５年が

経過し、社会全体が落ち着きを取り戻し、日常生活も

以前の姿に戻りつつあります。しかし、樹木の世界で

は依然として新たな脅威にさらされています。ここ数

年で、クビアカツヤカミキリ、ツヤハダゴマダラカミ

キリ、サビイロクワカミキリの３種が特定外来生物に

指定されました。これらの昆虫は樹木に深刻な被害を

もたらし、果樹や街路樹への影響が各地で報告されて

います。   

会報誌も第 23 号を迎えました。本号では、千葉県

で今年度初めて確認され、今後対策が急がれるクビア

カツヤカミキリを中心に「侵略的外来種カミキリムシ

類の防除について」と題してご執筆いただきました。

また、弊会監事の松原功先生には、林業や都市公園に

おいて依然として重要害虫である「シロスジカミキリ」

について解説いただきました。   

加えて、本号から弊会特別顧問の堀大才先生による

「環境圧と樹木の生理反応」連載シリーズが始まりま

した。第１回目となる今回は、乾燥害に焦点を当て、

樹木の生理的な反応と、乾燥害を緩和する技術につい

て解説いただいています。 

最後に、本号の発行にあたりまして、お忙しい中ご

執筆いただきました方々に、この場をお借りして厚く

御礼申し上げます。  

      （広報委員会 広報委員長 森野敏彰） 
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ＮＰＯ法人 樹の生命を守る会 会員名簿 

役員および各種委員長   （令和７年４月１日現在） 

役員 各種委員長・部長 

理 事 長 篠﨑 孔久 理  事 皆川 芳洋 総務委員会    番場 幸広 

副理事長 山﨑 雅則 理  事 鐡矢 匡生 企画・事業委員会 武田 英司 

副理事長 鐵矢 匡生 理  事 森野 敏彰 技術委員会    皆川 芳洋   

事務局長 吉岡 賢人 理  事 岡田 和子 広報委員会    森野 敏彰 

副事務局長 吉原 利一 特別顧問 堀 大才 事業推進部    山﨑 雅則 

理   事 番場 幸広 顧  問 松原 功  

理   事 鏑木 大作 顧  問 石谷 栄次  

理   事 武田 英司 顧  問 櫻本 史夫  

理   事 皆川 芳洋   

会員名簿 （令和７年４月１日現在 会員数  61名) 

県西地区 県中地区 県東地区 

市川市 金子 真吾 千葉市 伊東 伴尾 佐倉市 林 正純 

 高橋 芳明  石谷 栄次 四街道市 篠﨑 孔久 

 直木 哲  君塚 幸伸 八街市 北田 征二 

 皆川 芳洋  木暮 恒男  石川 孝 

 鳥山 貴司  服部 立史 富里市 櫻本 史夫 

 竹内 克己  武田 英司 山武市 松原 功 

流山市 岡田 和子  福本 和弘 東金市 宇津木 康平 

船橋市 鈴木 弘行  森野 敏彰  石橋 亨 

 山﨑 雅則  杉浦 正和 匝瑳市 大木 幹夫 

松戸市 鏑木 大作 習志野市 中村 元英  鵜沢 保弘 

 佐々木 潔洲 八千代市 鳥屋 英昭 成田市 吉岡 賢人 

 高橋 毅  坂入 由香 香取市 伊能 正人 

 番場 幸広 浦安市 有田 和實  小堀 泰也 

 鐡矢 匡生 大多喜町 渡邊 昭夫 旭市 香取 実 

 越須賀 剛 茂原市 浦田 光章 芝山町 大木 一男 

野田市 田中 彰 県南地区 横芝光町 布施 貞雄 

 砂山 芳輝 木更津市 小倉 善夫   

我孫子市 千浜 忠    千葉県外 

柏市 吉原 利一   静岡県  山田 雄介 

 槌尾 健   東京都 相川 美絵子 

印西市 木村 彩子    飯野 桂子 

 柏﨑 智和    畑山 祐之 

 渡辺 照雄   福島県 渡辺 博仁 

    賛助会員 

    台湾 楊 淳婷 

 



  

ソテツ雄花（ 0611 浦安市 ）       ソテツ雌花（ 0612 浦安市 ） 

ソテツ Cycas revoluta Thumb.（ソテツ科ソテツ属） 

九州南部から沖縄にかけて自生し、房総半島には多く栽培されている。雌雄別株。夏に

雄花を茎頂に松球状となり、直立した雄花は長さ 50～60 ㎝、幅 10～13 ㎝程度の長楕円形

状をなし、鱗片の下面には多数の葯が付き、花粉を出す。 

雌花は、茎頂に多数叢生し、下部柄状両側に３～５個の無柄卵子を着け、上部は黄色の

密絨毛に覆われた被子絨毛部を形成する。イチョウと同様、この種も精虫を生じる。種子

は胡桃大でやや扁平し、外種皮は光沢ある朱紅色を呈する。茎より澱粉を制し食用とす

る。和名「蘇鉄」の意味は、「樹勢衰弱し時、鉄屑を肥料とし、或いは鉄釘を打ち込めば

樹勢回復する」との謂われからこの名がついた。 

                      

樹の生命 
ＮＰＯ法人 樹の生命を守る会 会報 2025年 4月 20日 

発 行 人 ： 篠﨑孔久（理事長） 

広報委員 ： 森野敏彰（委員長）、岡田和子（副委員長）、相川美絵子、 

有田和實、伊東伴尾、鳥山貴司、番場幸広 

                  （発行人、広報委員は 2025 年 4 月 1 日現在） 

● 事務局 

〒286‐0006   千葉県成田市北須賀 452 

電 話 0476－33－7837 FAX 0476－33－7837 

e-mail info@kinoinochi.com 

● ホームページ   https://kinoinochi.com 

                 ブ  ロ  グ                                          https://kinoinochi.com /blog/ 

（文・写真提供：有田和實） 
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